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平成２５年度 三島村立 三島小中学校 

 

                                        ４月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう。   時間を守り，機敏な行動をしよう。 

 

 

８日（月）に第６７回入学式が行われました。 

本年度は，小学１年生として，窪田心奈
くぼたここな

さん，中学１年生として佐藤
さとう

彪
あきら

さん，平田
ひらた

典
ふみ

哉
や

さんの３人が新た

な学校生活への目標や希望を胸いっぱいに入学しました。式の中では，緊張した面持ちの中にもこれからの小

学校・中学校生活に向けてのやる気や希望に満ちた表情が見られ，学習や運動に精一杯取り組んでくれるもの

と期待しています。ご多用中，御出席いただきました保護者や地区の皆様方，本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 
 

小学１年 窪田心奈さん    中学１年 佐藤彪さん     中学１年 平田典哉さん 

平 

 

 

 ３月に転出や高校進学，しおかぜ留学終了により，島を離れる子ども

たちや職員を見送り，とても寂しい思いをしましたが，新年度に入り，

転入生，しおかぜ留学生，新しい職員を迎え，学校に明るさと活気が戻

ってきました。これからどうぞよろしくお願いいたします。 

【転入職員】 

吉國
よしくに

  幸
ゆき

宏
ひろ

（教頭）        窪田
くぼた

 真一
しんいち

（小学３・４年担任） 

祝
いわい

迫
ざこ

 万
ま

里奈
り な

 (小学１・２年担任)  町
まち

   渚
なぎさ

  (中学校副担任)  

竹迫
たけさこ

  翔
しょう

吾
ご

(中学校副担任)   

【転入生（新入学生含）】 

  窪田
くぼた

   心奈
ここな

（小学１年生）  

【しおかぜ留学生】 

柳
やなぎ

野
の

  安海
あ み

 (中学２年生)       齋藤
さいとう

 武
たけし

 (中学３年生)  

 

１７日（水）にＰＴＡ総会が開かれました。皆様の御協力のもと，円滑に総会を終えることができまし

た。本当にありがとうございました。 

なお，下記のように新役員の方々が決まりましたのでお知らせいたします。今年度もどうぞよろしくお

願いいたします。                                      ※敬称略 

役  員 氏  名 役  員 氏  名 

会   長 佐 藤 浩 幸 書   記 筆 坂   一 

副 会 長 樋 渡 俊 一 会   計 窪 田 真 一 

学
級
理
事 

小１・２年 窪 田 奈 緒 子 
会計監査員 

 平 田 政 昭 

小３・４年 芝 田 優 子 安 永   孝 

小５・６年 柏 木 由 香 里 
補 導 員 

松 藤   茂 

中１年 平 田 祐 子 谷 口 清 孝 

中２年 安 永 瞳 区   長 安 永   孝 

中３年  今別府 秀 美 総   代 今別府 秀 美 

準会員理事 
徳 田  保 婦人会長  長 濱 勝 子 

長 濵 義 人  

                                              

 

 

 

１０日（水）に，「三島小中学校児童生徒会歓迎会」がありました。

児童生徒会の本部役員が主体となって自分たちで準備を進めました。

会では，一人一人への質問を含めた自己紹介や，名前ビンゴなどの楽

しいレクリエーションがありました。和やかな雰囲気の中でお互いが

打ち解け，みんなで力を合わせて２５年度の三島小中学校をスタート

させるのにふさわしい会となりました。 

 

暖かくなってきて，たくさんの花が咲き始めました。 

 天極を指す   校長 柏木 博之 

新入生窪田心奈さんが，毎朝元気に登校しています。大きな声で挨拶をしています。少し重たそうな
ランドセルを背負っています。その中には教科書，ノート，筆箱が入っているんだなあと思い浮かべて
います。それ以外にも入っているものがあります。目に見えないものです。 
  

「夢と希望」 

  
ランドセルには，これがつまっています。これは，本校に通っているすべての小学生・中学生のラン

ドセル・バッグにつまっています。そして，お父さん・お母さん・家族・里親・島民の期待もつまって
います。その夢と希望，期待に応えて，実現させるのが学校の大切な役割です。 
  

「いくらまわされても 針は 天極を指す」 

高村光太郎の文章です。方位磁針の針はくるくる回っても，必ず北を指す。このことを学校に置き換
えて，学校の仕事は，すべてが子どものこと（天極）を考えて行うべきだと考えるようにしています。 

私たちが毎日接している島の子どもたちは，高校進学のために必ず島を旅立ちます。様々な環境に適
応しなくてはいけません。高校進学だけでなく，社会人になったときも同じです。そんなとき，皇后陛
下の次のお言葉のとおりの子どもになっていてほしいと思っています。 

 

「幸せな子」を育てるのでなく、どんな境遇に置かれても「幸せになれる子」を育てたい。 

 

そして，硫黄島のこと，三島村のことを誇りに思い，いつかは島に帰ってくる，友人と訪れてくれる
ような学習を繰り返していきます。 

平成２５年度も全力で教育をしていきます。ご協力ご支援をよろしくお願いします。 

 
  

 
 
 駐在所の松藤茂さんの指導のもと
交通安全教室が行われました。子ど
もたちは，安全な自転車の乗り方や
横断歩道の渡り方を学習しました。
事故に遭わないように、みんな真剣
に訓練をしました。日常生活に生か
してほしいです。 
 

  
 

 

 


